
「ものづくり」におけるシミュレーション活用、
その基盤データと物差しデータを繋ぐ標準化の進め方

株式会社モノコミュニティ
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日本の金型産業

2024/7/29confidential3

※ 戦前は電気産業
（技術提携）東芝系 - ＧＥ、 富士電機系 - シーメンス

※ 戦後は自動車産業

・１９５０年以前 職工の時代
図面無し サンプルから金型製作
ヤスリ、タガネ、きさげ、ボール盤、旋盤、コンター

・１９５５年 金型生産 推定１００億
・１９５７年 日本金型工業会創立（機械工業振興臨時措置法）
・１９５８年 日本金型工業界がアメリカ視察（２.５ヶ月）
・１９６０年代 機械化の時代（倣い加工機）
・１９７０年代 ＮＣ機械の時代
・１９８０年代 ＣＡＤ／ＣＡＭの時代
・２０００年代 統合情報の時代
・２０１０年代 IoTの時代？
・２０２０年代 AIの時代？



縮小する金型業界
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「金型」の事業所と職人は減少の一途を辿っている。
ここ数年は好景気に支えられ生産額は増えているが一度減った職人を育成するには数十年を要する。
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自己紹介
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 荒井善之

 1967年生まれ、新潟県三条市出身。

 1988年ツバメックスに入社、金型製造においてSurface作成から
NCデータまでの3次元データ作成に従事後、IT推進チームにおい
てCAD/CAMシステムの新規導入からBOM/BOPを含めた生産管
理システムの立上げ、iPadの現場利用にいたる情報共有基盤の
構築などを通し、一気通貫のデータ活用基盤「TADDシステム
（Tsubamex Auto Die Design system）」構築を主導。

 ITを使い倒す方法、3次元データを活用する方法を、業界誌への
執筆、講演活動を通じて啓蒙活動中。

 2024年モノコミュニティに参加、これまでに経験した業務の標準化
をベースとしたICT化・DX化をものづくり企業に対して支援開始。

趣味
 新潟清酒蔵めぐり（酒造りはものづくり）
 庭メンテナンス（剪定は無心）
 写真撮影（新潟の自然は撮影対象の宝庫）
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戦略をシステムに ～設計データが核～
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量産プレス機の仕様 市販品の選定・付加製品形状＋成形形状 工程設定図

出典：㈱ツバメックス

鋳物データ（削代付）部品表・購買情報 三面図（単品図・組図） 加工属性データ ビューワデータ

営業情報

三次元設計



3D設計による設計工数比較
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※3次元設計の初年度は、新規CAD操作・新規運用法などにより工数は大幅アップするが、次年度より大きく減少する。

出典：㈱ツバメックス



短納期を支えるデータ連携
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三次元設計

出典：㈱ツバメックス

設計支援プログラム CAM連携自動三面図

定形部品プログラム

部品表システム 日程管理システム

営業・見積システム 購買プログラム

情報公開システム
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成形シミュレーションの現実
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３Ｄ測定データ

成形シミュレーション 結果

合わない…。

出典：㈱ツバメックス



基本から確認
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ユーザーからの支給データは怪しい？

出典：㈱ツバメックス

新潟県工業技術総合研究所
（上越市）



基本データから見えてくるもの
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トライパネル３Ｄ測定データ

トライパネルの素性に近いのは…

メーカー支給 材料値

材料試験データ Swiftモデル

材料試験データ YUモデル

出典：㈱ツバメックス



見込み補正プロセスと実績工数
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金型設計・製造 生産形状見込み パネル測定D/F形状追加 ＴＲＹ製品形状 ＣＡＥ
評
価

SP
back

ワレ
シワ

ＣＡＥ

ＮＧ ＮＧ ＮＧ

解析見込み補正

CAE

測定見込み補正

CAT

成形シミュレーションからの見込み補正と、実パネル測定からの見込み補正と、
其々の段階的補正に関わる情報を蓄積する → 一気通貫のデータ管理が必要

ＮＧからの繰り返し工数は？
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作業実績を拾う机上シミュレーション
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モデルをどう作成、登録する？
属性をどう入力する？

後工程で、
成果物をどう参照、活用する？

工程管理とどう連携する？

ノウハウをどう蓄積する？

蓄積データをどう活用する？
ノウハウをどう活用する？

作業工程（BOP）の粒度を全行程で合わせ、利用目的を明確にします



作業実績から見えてくる課題
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出典：㈱ツバメックス

工程の開始/終了を明確にすることで進捗、実績、原価、不具合原因が見えてきます

赤線が標準工数
青線が実績工数



実績時間から見えてくる課題
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２００９

POP : 人が入力した実績
主軸 : 加工機の主軸が回った実績
切削 : 削った実績（切粉が出た時間）出典：㈱ツバメックス

設備と作業者の実績から本当の稼働率と課題が見えてきます



AGENDA

2024/7/29confidential20

1. 日本の金型産業

2. 自己紹介

3. 三次元システム化

4. 正しいシミュレーションとは

5. 実績で見えてくるもの

6. 実績を拾うためには…  未来をシミュレーション

7. 製造業の課題

8. 会社紹介



実績収集の基本的考え方
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金型設計
（モデル）

仕上・組付
曲面
作成

構想
設計

DR CAM
機械加工

見積
受注

生産準備
（鋳物・市販品手配）

試作
トライ

出
荷

測定
（ﾊﾟﾈﾙ）

ライン
トライ

シミュレ
ーション

資源「人」資源「機械」資源「人」

資源

工程
BOP

営業・設計用BOM 製造用BOM購買BOM部品表
BOM

部品ｎ

製造
部品 部品ｎ 部品ｎ

時間の経過

資源として設備（加工機・プレス機）と、人（CADオペレータ含む）を製造物（部品）単位で
割り当て管理する必要があります



実績（人）を拾う
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人による実績入力を電子化

出典：㈱ツバメックス

①入力単位（作業工程）
②資源（人・機械）
③金型名
④金型部品の単位
⑤部品表システム

標準化



実績（設備）を拾う
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加工状況を拾い
実績をデータ化

出典：㈱ツバメックス

設備から実績を自動取得



時間と工数をシミュレーション
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工区別負荷状況

実績工数（設備）

実績工数（人）

見積工数（設備）

見積工数（人）

MRP
？

ERP
？

PLM
？



AGENDA

2024/7/29confidential25

1. 日本の金型産業

2. 自己紹介

3. 三次元システム化

4. 正しいシミュレーションとは

5. 実績で見えてくるもの

6. 実績を拾うためには…  未来をシミュレーション

7. 製造業の課題

8. 会社紹介



2024/7/29confidential26

製造業における見えざる課題は、全業務に連なるBOMと全工区に共通したBOPが完成していないことが最大の課題です。
よって、新たなPLMシステムを導入しても運用までの道のりは険しくなります。まずは全工区に共通したBOPとその基盤とな
るBOMの構築が必要であり、これをベースとした3D設計の構築と運用が現場を含めた全社データ活用のキモとなります。

（参考資料）2020年10月 経済産業省 第4回Society5.0時代のデジタル・ガバナンス検討会 資料

製造業の課題



portal

POP

viewer

CADCAE CAM

SFA

お客様
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お客様からの製造要件を
設計部門にデータ連係

3D設計: 後工程に必
要な属性・部品表を
生成しデータ連携

設計データと連携
した購入部品情報

デバイスに関係無
く製造現場で最新

データを確認

実績（設備・人）をリアル
タイムで収集し進捗管理・
原価把握の元データへ連携

一気通貫のデータ活用とは、営業が得る製造要件が設計へデータ連携し、設計で作られた仕様と部品表が購買と製造現場
へ連携し、製造現場では最新の情報がどこでも確認でき、また実績と進捗がいつでも確認できるカタチを言う。すなわち、一度
入力した情報を2度入力しない形である。これを実現するためには自社の文化を考慮した業務の標準化が必要である。

企画・構想 営業 曲面作成・CAE 設計 生産準備 金型製作 生産 検査 出荷

PBOM

一気通貫のデータ活用のカタチとは

CAT

設計から加工に
必要な属性デー

タを連携

デバイスに関係無
く製造現場で最新

データを確認

APS

実績（設備・人）をリアル
タイムで収集し進捗管理・
原価把握の元データへ連携

EBOM MBOM

設計データと連携
し測定を自動化

モノを作れるか
解析し3D設計

へ連携する

MBD

機能ベースで全
体から部品毎の
適正設計を行う



2024/7/29confidential28



AGENDA

2024/7/29confidential29

1. 日本の金型産業

2. 自己紹介

3. 三次元システム化

4. 正しいシミュレーションとは

5. 実績で見えてるもの

6. 実績を拾うためには…  未来をシミュレーション

7. 製造業の課題

8. 会社紹介



Confidential

会社概要
MoNo Community

Hamamatsu
Office

Hamamatsu
Office

Hamamatsu
Office

Tokyo OfficeTokyo OfficeTokyo Office

株式会社モノコミュニティ（MoNoCommunity Inc.）

事業内容 ソフトウェア開発 3次元CAD/CAM/CAE/CATのコンサルティングから受託開発
設 立 2012年7月2日 設立
資本金 15,000,000円
代表取締役社⾧ 内田幸雄
代表取締役副社⾧ 山川晃



モノコミュニティとは

2024/7/29confidential31

 モノコミュニティは、MoNoを創ることにより、社会に貢献する

 MoNo = 物、者、人財、人脈、顧客、技術、・・・
 ハードウェアもあるし、ソフトウェアもある

 リアルな物もあるし、バーチャルな物もある

 人や技術もあります。

 特に、「リアルなモノをつくる」ことに深く関わっていく！

 モノコミュニティの社会貢献は
 永続性のある会社であること→ 仕事と人財の確保 → 仲間との連携

 TPM CYCLEをつくること
 仕事の場をつくること

 市場の要求に応えること

 新たな市場をつくること

モノをつくる

コミュニティでつくる



提供できること
 フレームワーク／コンポーネント「MoNo.RAIL」

C#・F#でかかれたモノコミュニティ製OpenGLプラットフォーム
形状処理、CADデータ入出力、CAMエンジンなどの要素技術

 受託開発／汎用CADカスタマイズ
高い技術力を駆使し、お客様の企業競争力の向上を目指す
ハイエンドCADからミッドレンジCADまでカスタマイズ

 製品開発
競争力のある要素技術を製品化し市場要求に応える

 コンサルティング
多角的な視点から状況を把握、柔軟な発想と技術力をもとにさまざ
まな提案を含めた課題解決

 アルゴリズム検討
課題解決のための手法やアルゴリズム（演算手順）を調査研究
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産官学とさまざまな業界

官
学 産

経済産業省
文部科学省
中小企業庁
静岡県中小企業団体中央会
公益財団法人静岡県産業振興財団

電気
建築
航空
自動車
医療
造船
玩具
工作機械
金型
家具
ソフトウェア
ファッション
福祉
健康

東京大学、慶應義塾大学
茨城大学、東京理科大学
静岡大学、三重大学
早稲田大学
豊橋技術科学大学
東京電機大学
国立研究開発法人理化学研究所
国立研究開発法人産業技術総合研究所
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
東京都立産業技術研究センター
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取引実績

株式会社アートネイチャー
株式会社SUS
応用技術株式会社
川崎重工業株式会社
川重テクノロジー株式会社
株式会社ゴードーソリューション
株式会社JR東日本建築設計事務所
積水化学工業株式会社
津田駒工業株式会社
デジタルプロセス株式会社
東京貿易テクノシステム株式会社
トヨタ自動車株式会社
トヨタテクニカルディベロップメント株式会社
株式会社電通国際情報サービス
株式会社野村総合研究所
ブリヂストンソフトウェア株式会社
株式会社フジタ
双葉電子工業株式会社
PolyWorks Japan 株式会社
株式会社メディカロイド

矢崎化工株式会社
矢崎総業株式会社
矢崎部品株式会社
ヤマハ発動機株式会社
ユニティ・テクノロジーズ・ジャパン合同会社
株式会社ヨコオ
ライオン株式会社
リンクウイズ株式会社
ローランド ディー.ジー.株式会社

慶応大学
東京大学

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
国立研究開発法人理化学研究所

経済産業省 資源エネルギー庁

※企業名、大学名は分類別 五十音順。
※掲載させていただきました企業様は取引先
全てを網羅するものではありません。


